
京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

小学生の宛先による日本語発話 と英語発話の使い分け

一 変化 プ ロセス に注 目して一

黒田真 由美

1.は じ め に

英 語活動 を取 り入れ る小 学校 が増 え,小 学校 で初 めて英語 に取 り組む 子 どもが増加 してい る.本 稿

で は,英 語 活動 を通 して初 めて英 語 に触れ る子 どもが,他 者 と関わ りなが ら英 語へ の理解 を深 め るプ

ロセ スが いか に変 化す るの かを明 らか にす るこ とを 目指す.

2.問 題

小学 校 にお ける英語活 動

現 在,約9割 の小学校 が英語 活動 に取 り組 み始 めてお り,小 学校5・6年 生 で週 に1回 「外 国語活

動」 を実施 す る こ とも予 定 され てい る.文 部 科学省 は,英 語活 動 の指導 方法等 の確 立 をはか るた め,

地域 のモ デル とな る拠 点校 を設 置 し,そ こで先行 した取 り組 み を行 ってい る.英 語活 動 の指導 に関す

る実 践的 な取 り組 み を推進 し,指 導法 を確 立す る こ とは重要 で ある.そ の一方 で,拠 点校 で実施 可能

な プ ランを開発 す るだ けでは な く,一 般的 な小学校 で の英語 実践 の実態 につ いて も調 査 し,授 業計画

や教 授 法 を整備 す るこ とが求 め られ てい る.拠 点校 は十 分 に条件 の整 って い る学校 で あ り,例 えば

ALT(AssistantLanguageTeacher)と 担任 の連繋 が十分 に とれ,テ ィL-・一一ム ・テ ィL-・一一チ ングが 円滑 に行

な われ ていた り,教 師が英語 活動 の準備 に十 分 に時間 を割 いてい る学校 で実践 され てい る.し か し,

一般 的 な小学校 で は
,英 語 活動 を行 な う条件 が整 って い るわけで はな く,教 師は英語 活動 に割 く時 間

は少 な く,活 動 の計画や 実施 に関 してALTに 委 ね られ てい る部分 が大 きい.実 際 に英語活 動 を小学校

に導 入 した場合,そ の現場 は,拠 点校 の よ うに条件 の整 っ た もの とな るので はな く,一 般 的 な小学校

で見 られ るよ うな状 況 にな るこ とが予 想 され る.そ の ため,拠 点校 以外 の小学 校 で行 われ て い る英語

活動 の実態 をふ ま え,各 小 学校 で実施 可能 な授業 の在 り方 を模 索す る必 要が あ る.英 語 に特 に力 を注

い でい る小 学校 で はな く,日 常 の一環 と して英語 に取 り組む 中で の教師 や子 どもの現 状 こそ が,実 際

に公 立小 学校 で実施 可能 な英語活 動 であ り,そ こでの子 どもの学 びが,今 後英 語活動 を実 施 してい く

上 での実 態 に近 い もの にな る と考 えるか らで ある.そ こで,本 稿 では,一 般 的な公 立小学 校 で行 われ

て い る英語 活動 につ いて検討 し,そ こで見 られ る子 どもの学 びの 実態 に迫 るこ とを試 み る.子 どもは

どの よ うに英語活 動 に取 り組 んで い るのだ ろ うか,そ こで何 を学び,ど の よ うに英語 へ の関心 を高 め,

英語 を理解 し,さ らに,自 分 の発 話 の中 に取 り入 れ るよ うにな るのだ ろ うか とい うことを明 らか に し

た い.

小 学校 の英語活 動 では,子 どもはALTに 従 って英語活 動 に取 り組 む こ とが多 い.英 語 とい う言語 を

学ぶ授 業 であ るため,実 際 に英語 を 口に 出す こ とは重要 で あ り,ALTと の コミュニケー シ ョンは もち
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うん子 ども同 士の コ ミュニ ケー シ ョン も多 用 され る.発 話 に は 自覚 を促 す機 能 が有 り(Vygotsky,

2001),英 語活 動 では,発 話 し,違 和感 を抱 き,そ れ を乗 り越 え るこ とで学 ぶ こ とが考 え られ る.実

際,子 どもの英 語 の学び はALTの 英語発 話 と 日本語 的 な発 音 との違和感 か ら導 かれ る とい う指 摘が な

され て い る(黒 田,2007).子 どもは英 語発話 を聞 き取 り,他 者 に 向けて話 す とい うことが必 要な の

で あ る.発 話 をす る こ とには個 人性 が伴 うため集 団の場 で発話 す るこ とには心理 的負担 が伴 い(中 田,

1997),さ らに,英 語 の授 業 では な じみ の ない発話 が 求 め られ るた め,子 どもの負 担感 が 高 まる こ と

が考 え られ る.し か し,そ の よ うな状 況 のなか,子 どもは 自分 な りに英 語 を話 そ うと試 みな が ら授業

に取 り組 んで い る.そ こで,子 どもの コ ミュニ ケー シ ョンの分析 を通 して,子 どもの英語 の学 び につ

い て検討す る.

コ ミュ ニケー シ ョンへの注 目

授 業研 究で は コ ミュニ ケー シ ョンに注 目す るこ とによ り,学 級集 団 の思考 の把握,教 師 と子 どもの

反応 形成 の因果 関係,学 級 の人 間関係 や雰 囲気 の記 述 が行 なわれ て きた.こ れ に対 して,近 年,教 室

談話 に注 目す る こ とに よ り,教 師 と子 どもの よ りダイ ナ ミ ックな相 互作 用 に関心 が向 け られ てい る.

そ して,学 校や 教室 とい う社 会 的文脈 にお け る子 どもの学習 の あ りよ う,教 室 とい う場 の社会 的制度

的環 境 の特 殊性,人 間の知 的営み であ る談 話 の相 互作用 とい う3つの観 点 か らコ ミュニ ケー シ ョンは捉

え られて い る(藤 江,2007).本 稿 では,小 学校 の英語活 動 にお ける コ ミュニケ ー シ ョン を取 り上 げ

るこ とに よ り社 会的 文脈 をふ まえた子 どもの学習 の あ りよ うを捉 え るこ とを試 み る.英 語 活動 で は,

ALTの 主導 に よって活動 が展 開 され る とい う,通 常 の授業 とは異 な る特殊 な状況 に子 ど もはお かれ る.

そ の一方 で,通 常教 室で 関わ ってい る他 の子 どもや教 師 との 日々の関係 を踏 ま えた状 況 に も身 をお い

て い る.こ の よ うな状 況 の 中で他 者 との相互 作用 を通 して子 どもが英語 への理 解 を深 めるプ ロセス に

つ いて検討 す る.

言 葉 の習得 に関 しては,学 校 で使 われ る特 徴 的な言葉 の習得 に関 して研 究 がな され て きた.学 校 に

は特殊 な社 会的制 約 があ り,日 常 生活 で使 うの とは異 な る言 葉が使 われ てい る.岡 本(1985)に よ る と,

日常生活 では一 次的 ことば とい う具体 的状況 を踏 ま えた コ ミュニ ケー シ ョンのた めの言葉 を使 って お

り,学 校 に入学 し,授 業 を受 ける 中で,二 次的 こ とば とい う不特 定多数 の相手 に 向けて文 脈 を伝 える

言葉 を身 につ け る とい う.こ れ に よ り,子 どもは一対一 で の コ ミュニ ケー シ ョンだけで はな く,一 対

多 とい う授 業 に適用 され る コ ミュニ ケー シ ョンに参加す るこ とが 可能 にな る.二 次 的 こ とば は,教 師

や仲 間 との対人 関係 の成 立や,教 師 に よる子 どもの状態 の適切 な認知 を支 え と して習得 され る(清 水 ・

内田,2001).子 どもの言葉 の習得 は,子 どもの対人 関係 や子 どもの状態 の認 知 等,教 師 と子 ども達

との関 わ りを通 して進 め られ るので あ り,英 語 の習得過 程 につい て検討 す る上 で コ ミュニケー シ ョン

につ いて検 討す る こ とは必要 で ある.

子 どもが他者 とのコ ミュニケ ー シ ョンを通 して学校 で使 われ る言 葉や 朝の会 で の振 る舞 い を身 につ

けてい く よ うに,英 語 活動 で は英 語や そ の活 動 での振 る舞 いを習得 す る ことにな る.英 語 活動 で は,

子 どもは,誰 に対 して英語 で話 すの か,自 分 な りの タイ ミン グを調 整 しなが ら英語 を話 し,受 け入れ

られ た り,訂 正 され た りしなが ら学 んでい る こ とが考 え られ る.そ こで,本 稿 で は,英 語 発話 と 日本

語発 話 の使 い分 けに着 目 し,子 どもの 日本語 発話 の 中に どの よ うに英語 発話 がみ られ るのか,誰 に対

す る発 話 に英語発 話 が見 られ るの かにつ いて検討 してみた い.
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授業 場面 での発 話の宛 先

本 稿 では,小 学校 の英語 活動 にお け るコ ミュニケー シ ョンを,英 語発 話 の宛 先,つ ま り子 どもが相

手 に応 じてい かに英語 発話 を使 い分 け るのか とい う観 点か らみて い く.発 話 とい うのは,先 行 す る発

話 を受 けてな され るだ けでな く,発 話 の 聞き手 を念頭 にお いて な され る ものであ り,話 者 に とって の

発話 の宛先 の重要 性 が指摘 されて い る(Bakhtin,1988).一 つの発 話 は,話 者 の特徴や発 話 が発せ ら

れ た状況 な どの要素 を反 映す る と共 に,先 行 す る発 話や そ の後 に続 く発 話 の影 響 も受 けてい るので あ

る.茂 呂(1997)は,授 業場 面にお け る教 師 と子 どもの発話 の分析 か ら,フ ォL-・一一マル な発 話 とイ ンフ

ォー マル な発話 を宛先 に応 じて使 い分 け る ことで教師 が授業 場面 を切 り替 える ことを明 らか に して い

る.ま た,磯 村(2005)は 教 師が子 どもの発 話 の宛 先 を修 正す るこ とを通 して一 対多 コ ミュニケー シ

ョンへ子 どもを導 くことを示 してい る.こ の よ うに,子 どもの振 る舞 いを導 く際 に発 話 の宛先 が教 師

に とっ て大 きな意味 を もつ こ とが指摘 され てい る.そ して,教 師 に とってだ けで はな く,子 どもに と

って も発話 の宛 先 の使 い分 け は意 味 があ る と考 え られ る.そ こで,本 稿 で は子 どもの発話 が誰 に 向け

られ てい るのか につ いて検討 す るこ とを通 して,子 どもが学 び合 う過程 につ いて明 らか にす る.

ALTに よって新 しい英語 が導入 され,英 語発話 を反復 し,そ れ を用 いた活 動 に参加 す る とい う流れ

で子 どもは英語 を学 ぶ.し か し,英 語 発話 を聞 いた り,反 復 練習す るだけで は,英 語 を習 得す るこ と

は難 しく,英 語 を理解 す るた めに英語 発話 に関す るや りと りをす る こ とが考 え られ る.子 どもは,日

本語 発話 の 中に英語発 話 を取 り入 れ,英 語 への理解 を深 め るで あろ う.そ こで,子 どもの英語 習得 の

一端 を 明 らか にす るた めに
,英 語 発話 が子 どもの発 話 の 中に どの よ うにみ られ るのか につ い て検 討す

る.こ の 日本 語発話 に見 られ る英語発 話 は,ALTと の 関係 の変化 や英 語活動 へ の慣 れ に よって変化す

るこ とが考 え られ る.そ こで,子 どもが英語 発話 を 日本 語発話 の 中 に どの よ うに取 り入れ るか,そ し

て,そ の使 い分 けが相 手 に応 じて どの よ うに変 わ るの か とい う点 に注 目し,英 語活動 前期 と後期 を比

較す る.そ して,子 どもの英 語の習 得過程 の変化 につ いて考 え る ことが本 稿 の 目的 であ る.

3.研 究 方 法

1.調査 方法

公 立小学 校 におい て英 語活 動の観 察 を行 っ た.記 録 は,ビ デオ カメ ラ1台 による映像 音声 とフィー

ル ドノー ツ によっ て採 取 した.ビ デ オカ メラは教 室前方 に 固定 した.観 察 の際に は,対 象 児 を設 定 し

観察 したが,対 象児 の周辺 のみ が映 る よ うにす るので はな く,出 来 るだけ広 い範 囲の子 どもを撮 影す

るよ うに した.そ して,フ ィール ドノー ツで対象児 の発 話や様 子 を補 った.ま た,フ ィール ドノー ツ

には,英 語活 動 中の様子 と,ALTの コメン トや学 級担任 の授 業に 関す るコメ ン ト等 を記 録 した.ビ デ

オ記 録 を基 に,聞 き取 り可能 な発 話 につい て,話 者 交代,発 話 中の 「問」 を区切 りと して発話 単位 を

設 定 し,ト ランス ク リプ トを作成 した.

2.対象

京都 市 内の公 立小学校 の3年 生 の学級 にお いて行 われた英 語活動 を観 察 した(2008年 度実施,計

10回,1回45分).こ の学級 は3年 生進級 時の ク ラス替 えに よって編 成 された.参 加者 は,学 級 担任,

ALT,子 ども,調 査者 で あった.
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活 動 はALT主 導 で進 め られ た.ALTは 授 業歴経 験 の豊富 な,英 語 を母語 とす る外 国人男性 で あっ

た.そ して,市 のプ ランに沿 って行 われた.活 動 内容 の概要 は市 が決定 し,具 体的 な活動 はALTが 計

画 し,行 った.ALTは 母 国で 教授法 に 関す る教育 を受 けてお り,こ れま での英語 指導経 験 を参 考 に し

な が ら授 業 を行 っ た.活 動 は主 に 日本 語 で説 明 を しなが ら進 め られ た.学 級担 任 は,事 前 に 内容 を知

ら されてお らず,状 況 に応 じてALTの 意図 を明確化 して子 どもに伝 えた り,ALTの 求 めて い る活動

を子 どもに徹底 させ た り,子 どもの質 問 に答 える等の補 助 的な介入 が見 られ た.調 査 者 は,子 どもに

ALTの 通 訳 と見な され てい たが,基 本 的に活動 に は介 入 しなか った.

活 動 の進 め方 は,ALTの 問い に対 して挙 手 を求め子 どもを指名す るとい うのはまれ で あ り,複 数 の

子 どもが 口々 に答 え,そ こか らALTが 発話 を拾 い上 げる とい うよ うに展 開 され る こ とが多 かった.そ

の ため,子 どもの 同時発話 が多発 し,子 ど もの発話 は話 者 が特定 で きない ものが多 か った.子 どもの

発話 か ら英 語 の習得過 程 につい て検討 す るこ とが 目的 であ るため,1回 目の活 動 で話者 が特 定で きた

子 どもか ら対象 児(以 下,山 下 君 とす る)を 設定 し,山 下君 とそ の前後左 右 の席 の子 どもた ちにつ い

て検討 した.1年 間で5回 席替 えが行 なわれ,山 下君 の周 りの子 どもは変化 した.話 者 が特 定で きる

子 ども とい うのは,基 本 的に教 師や子 どもに対 して はっ き りと話す こ との多 い子 ど もで あ る.そ の 中

で も山下 君は,1回 目の活動 では活 動の流 れ に沿 って参加 して い るよ うに見 え,ま た,教 師 に対 して

だ けで はな く,子 ども 同士で のや りと りの時 にはっ き りと した声 で話す ことの多い子 どもで あった た

め対 象 と した.

3.分析

子 どもが英語 を習得 す る過 程 で,ど の よ うに他者 と関わ りなが ら英語 を話す よ うにな るの かを明 ら

か にす るた め発 話 の分析 を行 った.分 析 は,ALT,担 任,子 どものや りと りの特徴 と,山 下君 を中心

と したや りと りの特徴 について行 な った.つ ま り,教 師 を中心 とした英 語活動 と,子 ども を中心 とし

た英 語活動 を取 り上 げ,子 どもの英語 を含 む発話 につ いて検討 した.子 どもの英語 習得過 程 の変化 に

つ いて検討 す る ことが 目的 であ るため,夏 休み迄 の4回 を前期,夏 休 み後 に行 なわれ た活動6回 を後

期 として比 較 した.

まず,教 師 を中心 と した英 語活動 につ いて は,ALT,担 任,子 どもの発話 の特徴 と,ALTの 発 話 に

積極 的 に応 じる子 どもの発 話 を取 り上 げ,検 討 した.こ れ に よ り,英 語 活動 に参加 して い る子 どもの

発話 の全体 的 な特 徴 をっかむ ことを試 み た.

次 に,子 どもの具体 的 な学 びの様 子 をつ かむ ため,山 下君 の発話 を下記 の観 点か ら検討 した.

第 一 の観 点 として,英 語 の発話 の現 われ方 につ いて分 析 した.こ れ は,子 どもの発 話 に どの よ うな

形 で英語 が見 られ るか とい うもので あ る.子 どもは最初 か ら英 語 を完全 に話せ るわけで はな く,自 分

な りに英語 を話す た め,英 語 を話 そ うとしてい るが完全 な英語 では ない発話 が見 られ る と考 え られ る.

ま た,発 音 を習 得 してい て も,意 味 を理解 してお らず,意 味を確認 す るた めのや りと りも見 られ る と

考 え る.子 どもの発話 の うち,英 語 が含 まれ て い るもの を取 り上 げ,子 どもの発話 に見 られ る英 語発

話 の形態 につい て検討 す る.

第 二 の観 点 として,子 どもの英 語発 話 の向 け られ る宛 先 につい て分析 した.発 話 の相手 は,ALT,

担任,子 ど もに分 けて検討 した.日 々関わ ってい る担任や 子 ども とALTと の問で 向 ける発 話 が異な る

の か,そ れぞ れの宛 先 によっ て子 どもの英語発 話 の特徴 が どの よ うに見 られ るのかにつ いて検討 した.
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特 に,子 どもか ら発す る発 話 に英 語発 話 が含 まれ るの か,応 答 として の発話 に英語 が含 まれ るのか と

い う点 にも注 目して検討 した.

4.結 果

初 期 に見 られ た発話

4月 か ら7月 まで に4回 実施 された英 語活動 を分析 した.

① 教室全 体で 見 られ た子 どもの発 話 の特 徴

英 語活動 に取 り組 む子 どもた ちの英 語発話 の特徴 として は,積 極 的 に,自 分 が思 いつ いた もの を話

す,あ るいは,自 分 か ら発 す る発 話 に英語 が含 まれ る とい うので はな く,ALTの 指 示 に従 って話 す と

い うものであ った.具 体的 には,ALTの 英語発 話 の反 復,ALTの 問 いか けに対す る応答,ALTの 指

示 に よって他 の子 どもとや り取 りの練習 をす る場合 で

あった.

ALTに 対 してみ られ た子 どもの英 語発話 は,発 話 の

反復 と,問 いか けに対す る応答 で あった.ALTは 新 た

な英 語 を導入 した直 後や 復習 の際 に,頻 繁 に英 語 を反

復す るよ う求 めてお り,ALTの 発 話 の反 復 は最 も多 く

見 られ る英 語発話 で あった.ま た,ALTの 問いか けに

対す る応答 と しての発話 も見 られ た.例 えば,第1回

目の授 業 では,ALTが 子 どもの名 前 を質 問 し,そ こに

子 どもが発 話 パ ター ンに 自分 の名前 を入 れて応 え る と

い う場合 に英語発 話 が見 られ た.ALTが 子 どもに対 し

て"What'syourname?"と 聞き,`[Mynameis-一"と

発話の反復

パター ン化 された

や りとり
蕪 魯
◎ ⇔ ◎

パ ターン化 されたや りとりの練習

曖昧な点 の確認

図1.初 期に見られたやりとりの特徴

答 え るとい う形 であ る.AIITが 求 め てい る程 度 のア レンジ,定 型 文 に含 まれ てい る英 語 を入 れ替 えて,

ALTの 問いか けに答 えた り,あ るい は,定 型文 に含 まれて い る 日本 語(例:`What'sい すinEnglish?")

を別 の 日本 語 に変 え,ALTの 求 めに応 じて発す るとい う程度 の もので あった.

子 ども同士 のや りとりに関 して は,ALTの 指示 を受 けて子 ども同士で練 習 をす る場面 に英語発 話 が

見 られた.そ して,ALTの 発話 の反復 練習 を何度 か繰 り返 した発話 を,コ ミュニケー シ ョンのパ ター

ン として,子 ど も同士 で繰 り返 した.

担 任 とのや りと りでは,子 ども同士 のや りと りに担任 が介入 した場合 に子 どもの英 語発 話 が見 られ

た.子 どもか ら担任 に発せ られ た英語 と しては,子 ども同 士で練 習 してい るパ ター ン を,子 ども と担

任 との 問で も行 な う際 に見 られ た.担 任 が子 どもに問 い を発 し,そ れ に応答す る形 で子 どもが英語 を

話す とい うよ うなや りと りは見 られず,子 ども同士で練 習 してい るや りと りの相手 と して子 ども と関

わ り,担 任 と子 ども との 間でや りと りの練 習 を行 な った.子 どもか ら教 師 に対 して積 極 的に英語 を発

せ られ る ことは稀 であ り,ま た,担 任 も子 どもに対 してパ ター ン化 され たや りと り以外 に英語 を話す

よ うに求 め るこ ともなか った.担 任 との 問でのや り とりは,子 ども 同士 で行 なっ てい るもの と同様 で

あ り,担 任 が介入 す る ことに よって行 なわれ ていた.

初 期 の活 動で は,子 どもは,発 話 の宛 先 によって英語 発話 の使 い分 けが見 られた.ALTに 対 して は,

一311一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

英語 発話 は反復 とパ ター ン化 されたや りと りの練 習 に終 始 してお り,英 語 を知 る段 階の コ ミュニケ ー

シ ョンを して い とい え よ う.一 方,子 ども同士 のや りと りや 担任 とのや りと りは,発 話パ ター ンの練

習 であ り,学 んだ知識 を確認 す る段 階に あった とい えよ う.関 係 が構築 され てい るか ど うか とい うこ

とは英語活 動 に取 り組 む上 で子 ど もに とって重 要な意 味 を持 って お り,ALTは 英語 を教 え る存在 とし

て だけ認知 され てい た.担 任 は,通 常の授 業で は授 業 を主導 す る存在 であ るが,こ の活動 にお いて は

積極 的 に子 どもに教 え るこ とは稀 で あ り,パ ター ン化 され たや りと りを確 認す るための介 入 のみが 見

られ,子 ども同士 で行 な ってい るや りと りと同 じ内容 のや りと りを していた.担 任 は,最 初 の段階 で

は,英 語 を教 え る存在 と して はあま り認 識 され てい なかっ た とい え よ う.日 頃接 してい る担任 や子 ど

もは英語発 話 を共に練 習す る存在 であ った と考 え られ る.

② 山下君 の発話 の特徴

山下君 は,ALTに 対 しては,一 対多 の コ ミュニケ ー シ ョンが行 なわれ てい る ときに,ALTが 求 めて

い るパ タs-・一・ンで 求め られて い るよ うに英語 で応 じるのみで あった.山 下君 は,ALTが 発 話 の反 復練 習

やパ ター ン化 され たや りと りの練 習 をす る場 面 では,参 加 してい る振 りを し,求 め られ てい る発 話 を

しない こ とも多か った.求 め られて い る英語 発話 と同 じよ うな リズム で適 当な音 を発 す るだ けで あっ

た.

英 語 を話 す状 況 にあ る と判 断 しな が らも,英 語 を話 して い る振 りをす るとい うのは,子 どもな りの

活動 参加態 度で あ る.話 して いる振 りをす る こ とでそ の場 を凌 ぎ,個 々人で話 す必 要が生 じた場 合 に,

他 の子 どもに英語 発話 を確認 す る様 子 が見 られ た.授 業場 面 で子 どもが教 師 とのや りと りを行 な う際,

必ず しも一対 多 コ ミュニ ケー シ ョンに参加す るので はな く,自 分 な りの参加態 度 を示 す こ とに よって

安定 した授 業参加 を求 める こ とが指摘 され てお り(藤江,1999),山 下君 も,参 加 態度 を調 整す る こ と

によって,自 分 な りの安定 した参加 を試 みてい た と想 定 され る.

山下君 は英語発 話 がわか らなか った場合 に は,子 ども同士 で練習す る場 面で他 の子 どもに対 して 「忘

れ た,な んや った っけ?」 等 と質問 した り,自 分 の英語 の発 音 を確 認 した りしな が ら,周 囲 の子 ども

に聞いて取 り組 んで いた.周 囲の子 どもに対 しては,ALTが 示 した英語 を 自分 か ら話 してみ て,確 認

す る様子 も見 られ た.山 下君 は 自分 が聞い た音 を 自分 な りに表現す るこ とに不 安や抵 抗 を感 じ,他 の

子 ども とのや りと りを通 して,自 分 な りの英 語理解 を しよ うと試 みて いた.そ の一 つの方 法 として,

他 の子 どもに英 語発話 を して も ら うこ とに よ り,英 語発 話 を 自分 な りに捉 えよ うと して いた ので あろ

う.英 語 を母語 とす る人 の英語発 話 と 日本 人の英語 発話 に は違 い が有 り,他 の子 ど もに英 語発話 を し

て も ら うことに よ り,英 語発 話 を理解 していた と考 える.ま た,自 分 の発話 を認 めて も ら うこ とによ

って,英 語 へ の 自信 を高 め よ うとしてい る とい え よ う.教 師に よって子 どもの発話 が受容 され るこ と

の重 要性 が指摘 され てい るが,本 稿 で も,子 どもは他者 に よって受 容 され るこ とが重 要 な意 味を持 っ

て い るこ とが指 摘 でき る.英 語発 話 を して も自分 の発話 に対 す る評 価 が明確 では ない一対 多 の コ ミュ

ニ ケー シ ョンでは 山下君 は参加 して い る振 りをす るの に対 して,一 対一 で コ ミュニケー シ ョンをす る

場面 で は英 語 を話 してお り,AIITが 相手 で も子 どもが相 手 で も,山 下君 は発 話相 手 に明確 な評価 を示

され るこ とを望 ん でい るので はない だろ うか.山 下君 の英語発 話 に対 して,応 答 して も ら うこ とによ

り,自 分 の英語 発話 が受 け入れ られ てい る と感 じるの であ ろ う.山 下君 に とって英語 発話 へ の他 者 の

応答 が重要 で ある といえ る.
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ALTと のや りと りは,新 たな英語 を学ぶ た めに子 どもに とって必 要 なプ ロセ スで あ る.初 期 の授 業

で は,ALTが 主導 してい る場 面で は山下君 は積極 的 に英 語 を話す ことは無 か ったが,一 対一 の コ ミュ

ニ ケー シ ョン場 面 では 自分 な りに英語 を学 ぼ うとして い る様 子が 見 られ た.子 ども同士 のや りと りで

は山下君 は英語 を話 そ うと試 み てお り,他 の子 ども とのや りと りは あいまい な英語発 話 を意識 させ,

それ へ の理 解 を深 め る とい う効果 があ る とい え よ う.

山下君 に限 らず,一 斉発 話時 に は求 め られ て い るよ うに は英語 を話 さず,参 加す る振 りをす る子 ど

もも多 く,子 ども同士でや りとりをす る場 面で,英 語発 話へ の理解 を補 う様子 も見 られ た.や り とり

を通 した学び は コ ミュニ ケー シ ョンを中心 と した活 動 のメ リッ トで あ り,子 ども同士のや りとりを通

して知識 の確認 を してい るので ある.

後期 に見 られ たや りと り

9A以 降に実施 され た計6回 の授業 につい て分析 した.

① 教室全 体で 見 られ た子 どもの発 話 の特 徴

夏休 み後 に なる と,初 期 に見 られた応 答 だけで はな く,

ALTの 問い に対 して,子 どもが英語 を用い て積極 的 に応

える よ うな場 面 が見 られ るよ うにな った."What'sな に

な にinEnglish?"と い うや りと りは第1回 目か ら取 り組

ん でお り,最 初 の頃 は,子 ど もが 「なに なに」 の部 分 に

日本 語 をいれ て 質 問 し,AIITが 英語 で応 える とい うや り

と りで あ った.そ して,ALrが それ を さらに発展 させ,

ALTが 質 問者 に な り子 ども に英語 で応 え る とい うや り と

りに変 更 した.ALTは"What'sな に なにinEnglish?"

の 「な に なに」 の部分 に子 ど もの知 って い る英語 が答 え

とな るよ うな言葉 を入 れ,子 どもに質 問 した.子 ど もは

これ に対 して知 っ てい る英 語 を 口々 に挙 げ る とい う応 答

を した(事 例1).子 どもがALTに 対 して積 極的 に応 え る場

面 は,こ の よ うに単純 にパ ター ン化 され たや りと りの一部

を入 れ替 えて質 問 し,子 どもに英語 を連想 させ る場合 だ け

で はな く,AIITの 意 図 を確 認す る場面 で も見 られ た.ALT

が 同 じ問いを数 回繰 り返 し,子 どもにそ の意 味を 日本 語で

言 うよ う求 め る場 面 では(例:"Howmany?"っ て ど うい う

発話の反復

パター ン化 された

や りとり

積極的な応答

礁
◎ ⇔ ◎

パ ターン化 されたや りとりの練習

曖昧な点の確認

図2.後 期に見られたや りとりの特徴

事例1

ALT:What'sい すinEnglish?

中 村 さ ん:Desk.

山 本 君:Chair.

中 村 さ ん:あ 一.そ うや っ た.

意 味?),子 どもが思い ついた ことを 口々 に話 し,そ の 中か ら適切 な発 話 をALrが 拾い上 げ る とい うよ

うなや りと りが見 られ た.積 極 的な応 答 を試 み る子 どもが い る状 況で は,他 の子 ど ももその子 どもに

つ られ て応 答 し,一 見,英 語 を理 解 して いるか の よ うな雰 囲気 が で きる場面 もあ った.教 師 だけが創

造 的な発話 を行 な う資格 の有 る者 を決定 す るこ とが出来 る(McHou1,1978)存 在 であ り,教 師主導

場面 で子 どもが発話 をす る際 には子 どもの発 話 は教師 の承認 を受 け るこ とによっ て発 話 の権利 が認 め

られ 受 け入 れ られ る とい う.ALTは 活 動 開始 当初 か ら,ALTの 問い に対 して複 数 の子 どもが答 えるや

りと りを続 けてお り,こ れ が子 どもの応答 の活発化 を導 い たので あ ろ う.子 どもを指 名 して応答 を求

一313一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

める と特定 の子 ども とのや りと りに限定 され る とい う指摘 がな され てお り(黒 田,2008),子 どもに

一斉 に応答 させ
,そ の 中か ら適切 な もの を承認 す る とい う形 を とったた めに,ALTと のや りとりへ の

関心 を高 め る効果 が見 られ たので あろ う.

初 期 の活 動で は,ALTが 提 示 した英語 を反復 して覚 え るだけで あっ たのに対 し,後 期 に は,子 ども

は 自分か ら英語 を話 し知識 を探索 しな が ら,英 語 を習得 して いた.ALTと のや りと りでは,知 識 の習

得 が進 め られて い るが,ALTの 提 示 した もの を覚 え る とい う一 方的 な コ ミュニ ケー シ ョンに終始す る

の では な く,子 どもの積 極 的な 関わ りを基 に英語 の習 得 を進 め る段 階 に移 行 した といえ よ う.

子 どもの発話 の この よ うな変化 には,ALTの 問いの質 的 な変化 も関連 して い ると考 え られ る.ALr

は同 じパ ター ンのや り取 りを子 どもに反復 させ た り,子 どもに英語 で質 問 させ るだけで はな く,ALT

が 日本語 ま じりに説 明 してい る英 語 を,理 解 の できた子 どもに説 明 させ た り,子 ど もが考 えて英 語 を

応 えない とい けない よ うな質 問を取 り入れ る よ うに なった.ALTの 問 いは,子 どもに学 んだ こ とを言

うよ う求 め るので はな く,ALTと 子 どもとのや りと りの 中で出て きた英 語 の意 味 を推 測す るよ う求 め

るもの であ った.こ の よ うな 問い によっ て,子 どもは思 いつ きでALTの 話 してい る英 語 の意 味 を当て

るため,話 しや すい雰 囲気 がで き る とい う効 果 と,子 どもの持 ってい る知識 を掘 り起 こす とい う側 面

が あっ た と考 え られ る.こ の影響 や英 語活動 へ の慣 れ に よって,子 どもが積極 的 に英 語 を話す よ うに

な った ので あろ う.ALTへ のや りと りに 関 して は,英 語 の知識 を得 る段 階 だけで はな く,学 んだ知識

を確認 す る段階へ と移行 す る様子 が見 られ た.

また,子 ども同士 では,こ れ まで と同様 に知識 を確認 す る とい う発話 が多 く見 られ た.子 ども同士

のや りとりで は,わ か らない こ とをごま か して,求 め られ てい るや りと りを しない とい うよ うな こ と

は無 く,分 か らない場 合 には知識 を確認 し合 う様 子が 見 られ た.子 ども同士 のや りと りは,初 期 の活

動 で見 られ た よ うに知識 を確認 す る段階 であ った.

担 任 に対 しては,子 どもが担任 の発 話 を訂 正す る場 面が見 られ る よ うに なった.後 期 にな り,担 任

は事 前 に授 業 内容 を知 らされ ず,ALTの 相 手 をす るよ う求 め られ る ことが増 えた.ALTの 意 図が十分

に伝 わ ってい ないた め,ALTの 求 め に応 じた即 興 の応 答 が,ALTの 意 図 とず れ るこ ともあ り,子 ども

が担任 の発 話 を訂 正す る場面 が見 られ た.ま た,ALTが 実施 しよ うとして い るや り取 りの 中で担任 が

英語 を 間違 え る こともあ った.例 えば,Howmany?と いい なが ら指 を出 し,そ の指の数 を英語 でい う

場面 で,担 任 が数 を間違 え子 どもが指 摘す る こ ともあった.担 任 が適切 な応答 が できな けれ ば子 ども

か ら担任 に対 して英語 発話 を提案 す る様子 が見 られ るよ うにな った.担 任 に対 して,積 極 的 な英 語発

話 が見 られ るよ うにな ったので あ る.担 任 に対 して は,わ か らない こ とを聞 くとい うよ り,わ か って

い る知識 を用 い る とい う形 で英語 発話 が見 られ る よ うにな った.担 任 とのや りと りは,自 分 の得 た知

識 を提示す る段 階 にあ り,自 分 の英語 の知識 を確認 す るだ けで な く,や りと りのバ リエ ー シ ョンを拡

張 してい る とい え よ う.

② 山下君 の発話 の特徴

ALTの 問い かけ に対 して は,集 団の 中の一人 として応 える ときには,他 の子 どもの様 子 を伺 い なが

ら,発 話 してい る様 子 が捉 え られ るよ うにな った.初 期 の活動 で は,ALTと の一対 多 コ ミュニケー シ

ョン場面 では,求 め られ てい るや りと りを適 当にや り過 ごそ うとして いた.英 語 を話 す こ とにた め ら

い がち な子 どもが多 い状況 では,わ か らない子 どもはわか ってい る振 りを しに くいた め,山 下君 もALT

へ の応答 に積極 的 に参 加 しない とい う状況 が見 られた.そ れ に対 して,後 期 にな って積極 的 な応 答 を
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試み る子 どもが増加 した状況 で は,他 の子 どももその子 どもにつ られ て応答 し,一 見,子 どもたちが 、

英語 を理解 してい るかの よ うな雰囲気 が でき る場 面 もあっ た.そ して,山 下君 も積極 的 に英語発 話 を

試み る状 況が 見 られ る よ うに なった.初 期 の活動 で は,参 加 して い る振 りをす るこ とによっ て,自 分

な りの参加 態度 を調整 していた が,後 期 にな って,他 の子 どもの参加 態 度の変 化 の影 響 も受 け,状 況

に応 じてALTに 答 える とい う参加 態度へ と移行 す る様 子 が見 られ た.

ALTと のや りと りを通 して,英 語 を理解 しよ うと してい たた め,子 ども同士 でのや りと りは,初 期

に見 られ た よ うな意 味の確認 とい う意 味合 いは薄 れ,パ ター ン化 され たや りと りの練 習 が 中心 で あっ

た.山 下君 は,相 手 を代 えてや りと りをす る練習 で は,他 の子 ども よ り早 くや りと りを した り,多 く

練習 しよ うと してお り,自 分 な りに楽 しんで英語 に取 り組 んでい る様子 が見 られ た.

前 期で は,子 ど も同士 でのや りと りを 中心に活 動 に取 り組 んでい たの に対 し,後 期 はALTと の一対

多 コ ミュニケ ーシ ョン にも積 極 的 に関与 してい た.こ の よ うな変化 は,他 の子 どもの積極 的 な活 動へ

の参加 のよ うなク ラス全体 の変化 と,山 下君 の英語 活動やALTへ の慣 れ のよ うな山下君 の変化 が要 因

で あ る と考 える.ま た,他 の子 どもに英語発 話 が認 め られ る こ とに よって,英 語発話 へ の 自信 を高 め

た こ とも要因 であ る と考 え る.山 下君 の活動 参加 の様子 の変化 か らは,発 話 を受 け入 れ る とい う,他

の子 どもの関 わ り方 が間接 的 なサポー トとな ってい るこ とが伺 われ る.英 語活 動 では,積 極 的に英語

活動 に参加 す る子 どもが重 要 な役 割 を果 た してお り,子 どもの活動 に取 り組む 態度や 子 ども同士の 関

係性 が,山 下君 の積極 的 な英 語活動 参加 を導 いた といえ よ う.

5.考 察

本 稿 で明 らかに なった こ とは,子 どもは理 解 に応 じて英語発 話 を使 い分 けてい る とい うこ とで あっ

た.子 どもの英 語 の理 解 は,英 語 を知 る段 階,学 んだ知 識 を確 認す る段 階,自 分 の知 識 を提示 す る段

階 に分 かれ て いた.初 期 の段階 でのや りと りは,知 識 を習得 し,確 認す るだ けで終 わ ってい たの に対

して,後 期 にな る と自分 か ら活 用す る よ うにな った.初 期 か ら後期 にかけて,子 ど ものや りとりは,

英語 を知 る段 階か ら学ん だ知識 を確認 す る段 階へ,学 んだ知識 を確 認す る段 階か ら自分 の知識 を提示

す る段階へ と移行 す る様 子 が見 られ た.こ の よ うな変化 は,ALTと の関わ りの変化 や英語 活動 へ の慣

れ,積 極 的に参加 す る子 どもや子 どもが英 語 を話 す こ とへ の抵抗感 の低 下が要 因 と して推測 で きる.

さらに,相 手に よって英語 の使 い分 け に違 い があ るこ とも子 どもの英 語発話 の特徴 で あっ た.子 ど

もの英語 の使 い分 けには,相 手 との 関係 性 が影響 して お り,日 頃 か ら関係 を築 い てい る相 手,つ ま り

担任 や子 ども とは,最 初 か ら英語 の確認 をす るや り とりが可 能で あ り,そ れ を基 にや りと りのバ リエ

ー シ ョンを拡張 して いった .一 方,ALTと の問 では,子 どもは積 極 的に知識 を確認 す るた めのや りと

りをす る ことはな く,子 どもか ら英語 を話す こ とは なかっ た.担 任 や子 ども との 間では 自分 か ら開始

す るや りと りに英 語 が含 まれ るこ ともあ り,学 んだ知識 を確認 す る相 手 であ ったが,ALTに 対 して は,

応答 と しての発話 に しか英語 が含 まれ る ことはな く,新 たな英語 を知 る相 手で あった.後 期 にな る と,

子 どもがALTの 問い に対 して積極 的 に英 語 を話す様 子 が見 られ た.ALTに 対 して子 どもは 自分 な り

の英 語発話 を試 み るよ うにな り,担 任 や子 ども間のや りと りとは異な る方法 で学 んだ知識 を示 し,英

語へ の理解 を進 め る様 子が見 られ た.ALTは 英語 発話 を学び,確 認 す る相 手で あ り,担 任 や子 どもは

知識 を確認 す る相手 で ある と ともに,相 手 がわ か らなかっ た り間違 った りす る ときに 自分 の学 んだ知

識 を提示す る相 手 で もあった.他 者 との 問に見 られ る子 どものや りと りは相手 に応 じて それ ぞれ拡 張

一315一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

してい った.

対 象児 の よ うに,一 斉発 話場 面で は,他 の子 どもの英 語発 話 に リズ ムを合 わせ て適 当な発話 を して

参加 してい る振 りをす る子 どもに とって は,子 ども同士で のや りと りが英語活 動 に参 加す る上 で重要

な役 割 を果 た してい る こ とも明 らか にな った.初 期 の段 階 では,相 手 に 自分 の発話 が受 け入れ られ る

こ とが,英 語へ の 自信 をつけ る ことにつ なが っていた.そ して,後 期 にな る と一対 多 コ ミュニケー シ

ョン状況 での積 極的 な英語発 話 へ と繋 が る とい え よ う.外 国語 学 習で は学習者 同士 の助 け合 いが重要

で あ り(Ohta,2001),英 語 活動 を導入 す る上で子 どもの授 業参加 態度 や子 ども同士の 関係 性 が形成 さ

れ てい るこ とが重 要 であ る と考 える.

本稿 で は,小 学3年 生 の英語活 動 につい て検討 して きた.そ して,英 語活 動 に取 り組 む子 どもた ち

の変 化や対 象児 の変化 につ いて考察 した.今 後 は小学5年 生 か ら英語 が導入 す るた め,小 学5年 生 で

英語 活動 を導入 した場 合 に どの よ うな違 い があ るのか,そ して,2年 間の英語 活動 を通 して,子 ども

の活 動参加 の様子 が いか に変 化す るの かについ て検討 す る必 要が あろ う.
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How Are English Utterances Found in Japanese Utterances in 

Student Speech? : Analyses of a Change Process.  

KURODA Mayumi 

The purpose of this research is to learn how the children's speech changes, and how are English 
utterances different, depending on the address of the student’s speech. I observed, and analyzed 
English activity by students in the third grade of elementary school. I compared communications 
of children that had been done in the first term and then in the second term. As a result, the study 
of children's English was divided into three stages: where children knew English, confirmed 
English, and showed knowledge. During the first term children exchanged knowing English with 
the English teacher. Children confirmed knowledge with the classroom teacher and other children. 
The child occasionally pretended to speak English and did not ask an English teacher but 
confirmed English with other children later. The confidence in his English related to acceptance of 
other student of its utterance. In the second term children's communications became enhanced. 
Children had learned from the English teacher, and exchanged the confirmation of knowledge. 
They confirmed knowledge with the charge and children, and their knowledge was shown the 
charge. The daily relation between the classroom teacher and children was important for children 
to have confidence and to participate in the English activity. 
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